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創
刊

の
ご
挨
拶

平
成
十
九
年
四
月

一
日
政
令
指

定
都
市
と
な
り
区
政
が
引
か
れ
、

私
た
ち
の
住
む
坂
井
輪
地
区
は
黒

埼
、

内
野
地
区
で
ま
と
ま
り
西
区

と
な
り
、

約
十
六
万
人
の
安
心
安

全
な
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
よ
り
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
協
議
会
設
立
に
向
け
て
研

修
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

翌

十
八
年
六
月
に
準
備
会
を
設
立
し
、

新
し
い
形
の
街
づ
く
り
に
向
け
て

二
十
九
の
構
成
団
体
で
、

地
域
交

通
安
全
部
、

地
域
防
災
防
犯
部
、

福
祉
部
、

青
少
年
健
全
育
成
部
、

文
化

，
ス
ポ
ー
ツ
部
、

生
活
環
境

部
の
六
つ
の
部
会
を
結
成
し
、

活

動
を
開
始
致
し
ま
し
た
。

特
に
地

域
防
災
防
犯
部
は
い
ち
早
く
会
議

を
重
ね
、

真
砂
校
区
内
六
百
余
名

の
参
加
に
よ
る
自
主
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

他
の
部
会
に
お
い
て
も
地
域
の

環
境
整
備
、

福
祉
活
動
、

そ
の
他

地
域
の
発
展
に
尽
く
せ
る
よ
う
協

議
を
重
ね
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

西
区
自
治
協
議
会
委
員
に
市
長

よ
り
委
嘱
さ
れ
、

五
月
七
日
の
、

真
砂
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
協
議
会

総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

真
砂
小
学
校
区
約
四
千
世
帯
の
ま

と
め
役
と
し
て
地
域
の
諸
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
御
座
い

ま
す
が
、

幸
い
副
会
長
を
始
め
、

各
部
会
長
、

事
務
局
長
そ
の
他
委

員
の
皆
さ
ん
は
有
能
の
方
ば
か
り

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

未
熟
な
私

で
す
、

役
員
、

委
員

一
同
よ
り
ご

協
力
頂
き
、

安
心
安
全
な
住
み
よ

い
街
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
こ
と
を
、

心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

真
砂
小
学
校
区

コ
ミ
ュ

△ム
長

エ
テ
イ
協
圭愛
ム

本

間

信

一

イ
鶴

凶

コ
ミ
ュ
エ
テ
ィ
協
議
会
と
は
？

地
域
住
民

一
人

一
人
の
自
主

参
加
に
よ
り
、

声
を
掛
け
合
い

助
け
合
い
、

安
心
で
安
全
な
街

づ
く
り
を
目
指
す
会
で
あ
り
ま

す
。

各
自
治
会
、

民
生
委
員
、

交

通
安
全
協
会
、

交
通
安
全
推
進

協
議
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、

ス
ポ

ー
ツ
団
体
そ
の
他
諸
団
体
の
皆

さ
ん
で
構
成
し
、

そ
れ
ぞ
れ
部

会
に
所
属
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

各自治会にお願い 各自治会より1名 以上各部会に

入会して頂き、自治会、コミ協との連携が取れ行政

りましょう。と協働しやすい体制を作

ご協力お願い致します。

●入会申し込みは、

231-2479 本間、

231-3802 松沢まで。

役 員 会

会  長  本 間信一
 (松 海が丘第4自治会)

副 会 長 若 林彰一
 (真 砂2丁目自治会)

〃  高 橋照雄 (松 海が丘第3自治会)

監  事  堀  丈 二 (有 明町自治会)

〃  松 田勝雄 (松 海が丘第3自治会)

会計部長 小 林知昭 (松 海が丘第1自治会)

事務局長 松 沢寿重 (真 砂4丁目自治会)

青少年育成部  部 長 平 沢正人  副 部長 松 沢寿重

生活環境部   部 長 若 林彰一  副 部長 高 橋照雄

福祉部     部 長 関 口徳司  副 部長 上 坂ムツ子 内 藤文作

自主防災防犯部 部 長 寺 井 弘  副 部長 堀  丈 三  中 野間茂

地域交通安全部 部 長 本 間信一  副 部長 二 宮正朋

文化スポーツ部 部 長      副 部長 山 宮恒雄
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平
成
十
九
年
五
月
七
日

総
会

※
同
五
月
九
日

自
主
防
災
防
犯
部
設
立
準
備
会

※
同
五
月
二
十
七
日

自
主
防
災
防
犯
部
会
設
立
総
会

※
六
月
十
二
日

自
主
防
災
防
犯
部
会
委
員
会

※
七
月
八
日

自
主
防
災
防
犯
部
会
非
難
訓
練

※
七
月
二
十
六
日

地
域
交
通
安
全
部
会

※
九
月
五
日

自
主
防
災
防
犯
部
会
反
省
会

※
十
月
二
十
四
日

生
活
環
境
部
会

※
十
月
二
十
九
日

自
主
防
災
防
犯
部
会

平
成
二
十
年

一
月
二
十
六
日

役
員
委
員
合
同
会
議

部

長

本

問

信

一

【真
砂
小
学
校
自
転
車

乗
り
方
教
室
】

交
通
安
全
部
会
小
針
中
央
支
部

は
、

真
砂
小
学
校
育
成
部
と
協

力
し
、

六
月
に

一
年
生
を
対
象

の
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
を

西
警
察
交
通
課
、

新
潟
西
交
通

安
全
協
会
の
ご
指
導
で
行
い
ま

し
た
。隷…

【交
通
安
全
事
故
防
止

祈

順
餅

つ
き
大
会

】

十
二
月
二
日
、

五
十
嵐
中
学
校

育
成
協
議
会
、

新
潟
西
安
全
協

会
共
催
交
通
安
全
事
故
防
止
祈

願
餅
つ
き
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

【交
通
安
全
無
事
故
活
動
】

真
砂
小
学
校
交
通
安
全
推
進
協

議
会
、

新
潟
西
交
通
安
全
協
会

小
針
浜
手
支
部
、

中
央
支
部
と

連
携
し
校
区
内
の
交
通
安
全
事

故
防
止
に
積
極
的
に
活
動
し
ま

し
た
。

【
飲

酒

運
転

撲
減

運
動

】

十
二
月
十
二
日
、

校
区
飲
食
店

に
飲
酒
運
転
撲
滅
ポ
ス
タ
ー
の

配
布
を
行
い
、

車
を
運
転
し
て

来
店
し
た
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

【
国
道
四
〇
エ
バ
イ
パ
ス

信
号
機
設
置
運
動
】

平
成
十
九
年
九
月
八
日
、

松
海

が
丘
四
丁
目
地
先
で
死
亡
事
故

発
生
、

地
域
住
民
の
要
望
に
よ

り
信
号
機
設
置
の
運
動
を
積
極

的
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

国
謁

霙

鯛

翻

部

長
　

寺

井

弘

【
防
災
部
の
活
動
につ

い
て
】

発
足
当
初
の
防
災
部
は

（
石

井
文
逸
、

寺
井
弘
、

堀
丈
二
、

中
野
問
茂
）
の
４
人
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
、

ま
ず
、

な

に
を
や
る
べ
き
か
協
議
の
結
果
、

地
域
全
体
の
自
主
防
災
組
織
を

作
る
と
言
う
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。小

学
校
区
内
２４
自
治
会
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、

説
明

会
を
開
催
等
、

六
ヶ
月
以
上
の

準
備
期
間
の
あ
と
平
成
十
九
年

五
月
十
四
日
に
自
治
会
会
員
三

六
〇
名
の
自
主
防
災
会
を
設
立

い
た
し
ま
し
た
。

【防
災
訓
練
の
実
施
に

つ
い
て
】

平
成
十
九
年
七
月
に
待
望
の

防
災
訓
練
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

山
田
区
長
さ
ん
の
ご
出
席
も
頂

き
、

参
加
六
〇
〇
余
名
の
大
盛

況
と
な
り
消
防
署
員
の
ご
指
導

の
も
と
熱
心
に
人
名
救
助
の
方

法
な
ど
体
験
い
た
し
ま
し
ま
し

た
。

【今
後
の
活
動
に
つ
い
て
】

防
災
部
は
現
在
委
員
９
名
に

増
員
と
な
り
、

今
後
の
活
動
テ

ー
マ

ク
要
援
護
者
対
策
ヽ
に
つ

い
て
熱
心
に
研
究
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

防
災
は
地
域
の
力

が
大
切
で
す
。

皆
で
協
力
し
助

け
合
う
こ
と
が
自
分
の
身
を
守

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

防
災
に
関
心
の
あ
る
方
入
部

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

部

長

若

林

彰

一

【
に
い
が
た
新
潟
海
の
森
の
集
い
】

に
参
加

平
成
十
九
年
九
月
二
十
二
日
（土
）

上
新
栄
町
会
場
で
各
自
治
会
か
ら
有
志
の

方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ア
で
五
〇
名
が
参
加
し
、

植
樹
、

枝
打
ち
な
ど
に
汗
を
流
し
た
。

海
の
森
と
は
飛
砂
や
強
風
を
防
ぐ
た
め

に
、

昔
か
ら
人
の
手
に
よ

っ
て
守
り
育
て

ら
れ
た
海
岸
林
な
の
で
こ
れ
か
ら
守

っ
て

い
き
ま
す
。

【保
安
林
問
題
】
に
取
り
組
む

平
成
十
九
年
十

一
月
二
十
日
（火
）

真
砂
会
館
に
住
民
六
〇
余
名
の
方
が
参
加

し
行
政
よ
り
県
、

市
の
保
安
林
担
当
職
員

と
の
出
前
講
座

（真
砂
小
学
校
一曇
手
の
通

称
真
砂
砂
漠
に
黒
松
を
植
林
し
よ
う
）
を

開
催
し
、

県
よ
り
過
去
か
ら
の
経
過
、

こ

れ
か
ら
の
方
針
が
報
告
さ
れ
、

こ
れ
に
対

し
活
発
な
質
疑
応
答
、

要
望
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
結
果
、

多
く
の
地
権
者
に
積
極
的

に
働
き
か
け
、

ご
協
力
頂
け
た
地
所
か
ら

逐
次
植
樹
を
し
て
い
く
こ
と
、

ゴ
ミ
投
棄
、

火
災
予
防
等
車
両
進
入
禁
止
処
置
な
ど
行

う
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、

真
砂
四
丁
目
自
治
会
が
単

独
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

こ
れ

か
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
し
て
取

り
組
み

一
歩

一
歩
前
進
を
図
っ
て
い
く
事

に
な
り
ま
し
た
。

又
、

こ
の
席
に
は
県
会

議
員
（
２
名
）市
会
議
員
（
６
名
）
の
先
生
方

も
参
加
さ
れ
こ
れ
か
ら
の
支
援
を
約
束
さ

れ
、

強
力
な
味
方
と
な

っ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

【ゴ
ミ
の
減
量
化
制
度
】
に

、
　
　
　
取
り
組
む

平
成
二
十
年
六
月
よ
リ
ゴ
ミ
の
有
料
化

と
な
り
ま
す
。

各
自
治
会
か
ら
推
薦
さ
れ

た
、

ク
リ
ー
ン
に
い
が
た
推
進
委
員
と
連

絡
調
整
を
図
り
、

違
法
ゴ
ミ
捨
て
皆
無
を

目
指
し
、

又
、

古
紙
回
収
そ
の
他
リ
サ
イ

ク
ル
に
努
め
ま
す
。
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真
砂
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
と
真
砂
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
共
催
に
よ
り
十

一
月

二
十
四
日
真
砂
小
学
校
に
於

い
て
講
師
と
し
て
前
信
濃
川

大
河
津
資
料
館
長
を
お
招
き

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
も
う

一
つ
の

『
砂
丘
物
語

』
～
ふ
る
さ
と
発
見
―
わ
が

街
の
歴
史
～
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、

多
く
の
貴
重
な
資
料

を
用
意
さ
れ
２
時
間
余
り
に

わ
た

っ
て
ご
講
義
を
頂
き
ま

し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
の
方
、

真
砂

の
歴
史
に
興
味
、

関
心
を
持

つ
老
若
男
女
の
方
達
五
〇
余

名
の
参
加
者
は
多
く
の
こ
と

を
学
び
意
義
あ
る
講
座
と
な

り
ま
し
た
。

講師、前大河津資料館長五百川清先生は、

中学校長を定年退職後、県立歴史博物館や

大河津資料館の展示設計に従事、信濃川の

歴史研究、郷土史の分野で造詣が深く各方

面において講演活動をされて居る方です。

部

長

平

沢

正

人

副
部
長

松

沢

寿

重

「動
く
市
政
教
室
」
の
バ
ス
で

２
つ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ロ
新
潟

市
歴
史
博
物
館
と
新
潟
市
美
術

博
物
館
を
訪
ね
ま
し
た
。

博
物

館
で
は
丁
寧
な
説
明
で
新
潟
の

歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

美
術
館

で
は
、

松
沢
寿
重
新
潟
市
美
術

館
学
芸
員
よ
り
、

（
コ
ミ
協
事

務
局
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）
日
頃

の
研
鑽
に
拠
る
解
説
そ
し
て
ウ

イ
ツ
ト
に
富
ん
だ
説
明
、

楽
し

み
な
が
ら
知
識
を
得
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

キ

部

長

関

回

徳

司

副
部
長
　
上

坂

ム
ツ
子

真
砂
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
エ
テ
ィ

協
議
会
が
発
足
し
漸
く
、

各
々
部

会
が
活
発
に
活
動
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
協
議

を
重
ね

「
や
ら
ん
か
な
」
の
息
吹

に
エ
ン
ジ
ン
全
開
と
な
り
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
で
、

大
家
族
が
消

え
、

核
家
族
化
、

独
居
化
が
進
み
、

お
年
寄
り
を
さ
ら
に
孤
立
さ
せ
る

と
、

作
家
山
田
風
太
郎
氏
は

「
死

言
状
」

（小
学
館
文
庫
）
で
電
話

が
手
紙
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
を

実
に
大
き
な
社
会
的
実
象
の
変
化

と
予
見
し
た
。

今
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

携
帯
電

話
、

メ
ー
ル
な
ど
の
情
報
手
段
の

日
常
化
は
、

そ
れ
を
は
る
か
に
上

回
る
会
話
の
無
い
時
代

「
暴
走
老

「
ほ
の
ぼ

の
予
防
介
護
」
の
講
演
会

日
　
時
　
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
九
日

・
土
曜
日
１３
時
３０
分

〈蚕　
場
　
　
真
砂
会
館
２
階
大
広
間

講
　
師
　
　
新
潟
福
祉
医
療
学
園
動
務
、

看
護
師
、

介
護
支
援

専
門
員
、

生
涯
教
育
部
ケ
ア
ー
ワ
ー
カ
ー
学
科
長

人
」
の
出
現
に
住
み
に
く
く
な

っ

た
時
代
へ
の
警
告
、

氾
濫
か
も
し

れ
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
切
な

時
代
に
な
り
ま
し
た
。

心
身
の
健

康
を
保
持
す
る
こ
と
は
、

す
べ
て

の
活
動
の
源
泉
で
あ
り
、

又
、

地

域
を
守
り
支
え
る
力
と
な
り
ま
す
。

私
達
は
要
援
護
者
に
な
る
前
に
考

え
て
見
ま
し
ょ
う
。

予
防
方
法
が

あ
る
の
で
す
、

色
々
な
人
と
出
会

い
で
元
気
を
頂
き
ま
し
ょ
う
。

福
祉
部
会
で
は
左
記
に
よ
り

「
ほ
の
ぼ
の
予
防
介
護
」
の
講
演
会

を
開
催
致
し
ま
す
。

地
域
の
皆
様

の
ご
参
加
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し

ま
す
。


